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宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

会

員

に

於

か

れ

ま

し

て

は

、

心

新

た

に

清

々

し

い

初

春

を

お

迎

え

の

事

と

、

大

慶

至

極

に

存

じ

上

げ

ま

す

。

さ

て

昨

年

十

二

月

四

日

は

恒

例

の

「

新

田

原

航

空

祭

」

が

絶

好

の

晴

天

の

下

、

県

内

外

よ

り

大

凡

八

万

人

も

の

観

客

が

詰

め

か

け

て

、

大

変

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

次

期

Ｆ

Ｘ

も

Ｆ

３

５

に

漸

く

決

ま

り

、

四

十

年

間

領

空

を

第

一

線

で

守

っ

て

く

れ

た

４

Ｅ

Ｊ

フ

ァ

ン

ト

ム

が

老

体

に

鞭

打

ち

、

轟

音

と

共

に

天

空

を

切

り

裂

く

様

は

誠

に

感

動

的

で

す

ら

あ

り

ま

す

。

Ｆ

１

５

Ｊ

イ

ー

グ

ル

が

全

国

で

初

め

て

配

備

さ

れ

た

の

が

新

田

原

基

地

の

第

２

０

２

飛

行

隊

で

、

昭

和

五

十

七

年

十

二

月

二

十

一

日

に

編

成

完

結

さ

れ

、

マ

ザ

ー

ス

コ

ー

ド

ロ

ン

と

呼

ば

れ

ま

し

た

。

そ

の

最

新

鋭

機

も

デ

ビ

ュ

ー

以

来

三

十

年

経

過

し

て

、

改

修

に

改

修

を

重

ね

て

就

役

中

で

は

あ

り

ま

す

が

、

「

ラ

プ

タ

ー

」

の

異

名

を

持

つ

Ｆ

２

２

に

は

全

く

歯

が

立

た

な

か

っ

た

そ

う

で

す

。

尤

も

子

供

手

当

以

下

の

国

防

予

算

で

は

、

領

海

等

を

含

め

る

と

世

界

六

位

の

広

大

な

国

土

を

持

つ

我

が

国

の

防

衛

は

偏

に

、

陸

海

空

自

衛

官

の

「

祖

国

愛

＆

士

気

」

の

み

に

頼

ら

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。

し

か

し

中

国

、

北

朝

鮮

、

韓

国

や

ロ

シ

ア

等

、

領

土

や

領

海

で

鬩

ぎ

合

い

内

政

に

ま

で

干

渉

し

て

く

る

近

隣

諸

国

と

対

峙

す

る

に

は

、

彼

ら

の

「

士

気

」

に

頼

る

だ

け

で

は

甚

だ

心

許

な

く

感

じ

ま

す

。

然

る

べ

く

人

員

や

装

備

そ

し

て

兵

站

な

ど

の

備

え

を

万

全

に

し

て

こ

そ

、

最

前

線

で

勤

務

に

就

く

防

人

達

は

後

顧

の

憂

い

無

く

、

存

分

に

戦

え

る

も

の

と

信

ず

る

と

こ

ろ

で

す

。

と

こ

ろ

で

十

二

月

十

六

日

か

ら

沖

縄

に

飛

び

、

話

題

の

与

那

国

ま

で

足

を

延

ば

し

て

来

ま

し

た

が

、

噂

に

違

わ

ぬ

雄

大

な

自

然

に

囲

ま

れ

た

、

東

シ

ナ

海

に

浮

か

ぶ

所

謂

「

絶

海

の

孤

島

」

で

し

た

。

那

覇

か

ら

は

五

〇

九

㎞

で

す

が

石

垣

空

港

経

由

で

約

四

時

間

、

面

積

は

約

二

十

九

平

方

㎞

、

周

囲

約

二

十

八

㎞

、

人

口

約

一

六

〇

〇

人

、

信

号

機

も

全

く

無

く

レ

ン

タ

カ

ー

で

一

周

約

三

〇

分

で

す

。

都

井

岬

馬

に

も

似

た

与

那

国

馬

と

黒

毛

和

牛

が

島

内

の

全

域

に

放

し

飼

い

状

態

で

、

正

に

牧

歌

的

そ

の

も

の

で

あ

り

、

東

崎

灯

台

の

巨

大

な

二

基

の

風

力

発

電

機

が

悠

然

と

回

っ

て

い

ま

し

た

。

東

京

は

大

凡

一

九

〇

〇

㎞

の

遥

か

彼

方

で

、

石

垣

島

で

さ

え

一

一

七

㎞

、

そ

し

て

晴

れ

た

日

に

は

そ

の

姿

が

遠

望

出

来

る

台

湾

島

は

、

何

と

僅

か

一

一

一

㎞

の

指

呼

の

間

で

し

か

な

い

の

で

す

。

主

要

道

路

の

随

所

に

「

平

和

な

島

に

自

衛

隊

基

地

は

い

ら

な

い

」

や

「

歓

迎

・

国

境

の

島

与

那

国

に

自

衛

隊

誘

致

を

」

等

の

横

断

幕

が

掲

げ

ら

れ

、

曾

て

Ｔ

Ｖ

ニ

ュ

ー

ス

で

報

道

さ

れ

た

島

内

を

二

分

し

て

の

、

町

長

選

挙

の

激

し

さ

や

凄

ま

じ

さ

を

想

起

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

自

衛

隊

駐

屯

地

の

候

補

地

と

云

わ

れ

て

い

る

南

牧

場

及

び

北

牧

場

も

見

て

き

ま

し

た

が

、

な

だ

ら

か

な

丘

陵

地

帯

で

、

切

り

立

っ

た

断

崖

の

上

で

も

あ

り

、

何

れ

も

甲

乙

付

け

難

い

好

立

地

で

す

。

若

い

隊

員

に

は

娯

楽

施

設

も

な

く

退

屈

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

マ

リ

ン

ス

ポ

ー

ツ

に

は

事

欠

か

ず

、

古

代

の

ロ

マ

ン

を

秘

め

た

海

底

遺

跡

の

謎

な

ど

を

解

き

明

か

し

て

く

れ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

昨

年

末

に

金

正

日

総

書

記

が

突

然

死

去

し

、

今

年

十

二

月

に

は

韓

国

大

統

領

選

挙

も

実

施

予

定

で

、

ロ

シ

ア

、

中

国

、

米

国

等

も

政

局

含

み

で

我

が

国

周

辺

の

緊

迫

し

た

国

際

情

勢

の

中

、

現

在

日

本

の

舵

取

り

に

大

き

な

不

安

を

感

じ

て

い

る

の

は

私

だ

け

で

は

無

い

も

の

と

考

え

ま

す

。

今

年

も

優

先

順

位

に

メ

リ

ハ

リ

を

付

け

乍

ら

「

選

択

と

集

中

」

を

駆

使

し

つ

つ

、

諸

課

題

に

挑

戦

し

続

け

る

所

存

に

つ

き

、

皆

様

の

更

な

る

お

力

添

え

を

伏

し

て

お

願

い

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

平

成

二

十

四

年

一

月

一

日

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

長

小

倉

和

彦
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